
後　期前　期 後　期前　期

4 ●
　
卒業必修  ■臨床栄養コース推奨  ■スポーツ栄養コース推奨  ■食品開発コース推奨　
　◆管理栄養士受験資格必修　 管理栄養士受験資格選択必修（いずれか1科目）　

＊本学指定の管理栄養士受験資格科目    設置科目の講義内容（シラバス）は本学のホームページで見ることができます。

○心理学概論  ○法学概論  ○経済学概論  ○人権教育 ○西洋哲学　○東洋思想　○人間関係論　○日本国憲法　○国際社会論

○歴史学入門  ○科学史○文化芸術論  ○日本文芸の世界

●生命倫理  ○地球環境論○生命科学入門  ○数理科学入門

○オーラルコミュニケーションⅠ
○オーラルコミュニケーションⅡ

●英語コミュニケーションⅠ  ○短期語学留学　●情報処理演習Ⅱ　　
●英語コミュニケーションⅡ  ●情報処理演習Ⅰ 

●ベーシックセミナー　○日本語と表現
●キャリア入門セミナー
●キャリア形成セミナー 

○児童心理学　
○高齢者心理学

●◆健康管理論

●◆解剖生理学Ⅰ
●◆生化学Ⅰ

●◆基礎化学実験
●◆調理学実習Ⅰ
●◆調理学

●◆食品学総論
●◆調理学実習Ⅱ
○食文化論

●◆基礎栄養学Ⅰ

●◆栄養教育論Ⅰ

●◆給食経営管理論Ⅰ ◆給食経営管理論Ⅱ

●◆基礎栄養学Ⅱ

●◆応用栄養学Ⅰ

●◆栄養教育論Ⅱ

●◆公衆栄養学Ⅰ

■チーム医療論
■チーム医療ふれあい実習（集中）

◆応用栄養学Ⅱ
■スポーツ栄養学

◆栄養教育論演習

●◆臨床栄養学Ⅰ

●総合対策演習Ⅰ

○メニュープランニング演習
○フードシステム経済学

●◆給食経営管理論実習Ⅰ
●◆給食経営管理論実習Ⅱ

●◆臨地実習Ⅰ（給食の運営）　　　　　　　　 臨地実習Ⅱ（給食経営管理）
◆臨地実習Ⅲ（臨床栄養）　 臨地実習Ⅴ（公衆栄養）
臨地実習Ⅳ（臨床栄養）

●◆応用栄養学演習
■トレーニング論

●◆栄養教育論実習

◆臨床栄養学Ⅱ

●◆総合演習（通年）

◆公衆栄養学Ⅱ

●総合対策演習Ⅱ

◆公衆栄養学実習

○特別演習Ⅰ

○卒業研究（通年）

＊特別演習Ⅱ

■スポーツ栄養指導実習

●◆応用栄養学実習
■健康づくり運動処方演習

◆臨床栄養学Ⅲ
■栄養アセスメント演習
●◆臨床栄養学実習Ⅰ

◆臨床栄養Ⅳ
■栄養マネジメント演習
●◆臨床栄養学実習Ⅱ

●◆基礎栄養学実験

●◆食品学各論
●◆調理科学実験
●◆食品衛生学
●◆食品衛生学実験Ⅰ

●◆食品学実験 ■地域食品開発ゼミ ■食品加工学 ■食品加工学実習
○フードコーディネート論
◆食品衛生学実験Ⅱ

■食品開発学演習

◆解剖生理学Ⅱ
◆生化学Ⅱ

●◆臨床医学Ⅰ
■味覚生理学演習

●◆解剖生理学実験　●◆生化学実験
◆臨床医学Ⅱ

■薬理学
●◆運動生理学

●◆運動生理学実験

■スポーツ心理学 ●◆公衆衛生学 ●◆保健医療福祉概論

○精神保健学
○社会福祉論

○障害者心理学 ○自立生活支援論

人間と社会

教
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各
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歴史と文化

自然・科学と人間

言語と情報

健康とスポーツ

教養実践プログラム

共通科目

後　期前　期 後　期前　期

社会・環境と健康

食べ物と健康

基礎栄養学

応用栄養学

栄養教育論

公衆栄養学

総合演習

臨地実習

卒業研究

臨床栄養学

給食経営管理論

人体構造と機能・
疾病の成り立ち

年次1 年次3 年次4年次2教養科目と同時に
専門の基礎も学び始める

管理栄養士をめざす
専門分野の講義・実習が本格化

管理栄養士に必要な理論を実践する
臨地実習がスタート

卒業研究と国家試験対策講座で
4年間の総仕上げ

○運動の科学  ○スポーツ実習Ⅰ  ○スポーツ実習Ⅱ

○企業インターンシップ
○海外インターンシップ
○学校インターンシップ

年間の履修プラン（予定）
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西洋料理、中国料理、日本料
理などの調理実習を通して、献
立構成や調理のプロセスを把
握。チームワークと作業効率に
優れた調理を実践します。

調理学実習Ⅱ

給食施設を想定して管理栄
養士・調理師・サービスなど
の役割に分かれ、大量調理を
実施。献立作成、材料購入、
調理、料理の提供まで一連
のプロセスを経験します。

給食経営管理論実習Ⅰ

卒業研究発表会
学生自らが研究成果を発表する場で
す。研究分野は、調理学、食品科学、
栄養教育論、臨床栄養学、スポーツ
栄養学など様々です。この発表会を
通して自分の言葉で伝える難しさや
大切さを学びます。

基礎栄養学実験
座学で学んだ基礎栄養学に関する知
識を、実験を通して理解を深めます。
実験により得られた測定値から考察
し、結論まで導くプロセスも学びます。

実
験
や
実
習
が
増
え
て

成
長
を
実
感
！

臨床栄養
コース

本格的な実習や実験が多く
実社会で役立つ経験ができる
食物によるアレルギーに興味を持ち、臨床栄養コー
スを選択。調理実習や食品衛生に関する化学的検
査など、理論だけでない知識や技術が修得できるの
が魅力です。病院の管理栄養士をめざしているので、
臨床で役立つ知識をしっかり身につけたいです。

S t u d e n t  V o i c e

スポーツ
栄養
コース

現場でプロとして働く人の
生の声を聞く機会も
高校生の頃から食物・身体・運動との関係に興味
があり、スポーツ栄養コースへ。授業では、ラグ
ビー選手の栄養指導をしている方から直接話を
聞けたり、アスリートの心理を学んだりと実践的
な授業が充実していて勉強になります。

S t u d e n t  V o i c e

食品開発
コース

味覚や微生物、衛生まで
多彩な授業が魅力
一生関わる“食”について学びたいと思い、入学。中
でも食品開発に興味を持ち、このコースを選択しま
した。味覚の授業や微生物、開発、衛生など食品を
扱う上で必要な知識を幅広く学べるカリキュラムに
魅力を感じています。

S t u d e n t  V o i c e

2回生
大阪府立八尾翠翔高校出身  前川 渚さん

2回生
徳島県立徳島北高校出身  柳本 博輝さん

2回生
奈良県立橿原高校出身  平井 千愛さん

失敗を恐れずに
挑戦する勇気を
　健康栄養学科では入学後に3クラスに分かれ、クラス担任が一人ひとりをサ
ポートします。失敗や挫折は誰にもあるものです。失敗は成長を促すきっかけに
なると考えて、失敗を恐れずに挑戦する、失敗を肥やしにして次のステップに進
む、そのような自分へのリミッターをはずし続けることができるタフな力を身に
つけてください。クラス担任として、みなさん一人ひとりの挑戦を応援します。

T e a c h e r  V o i c e

クラス
担任

暗記するのではなく、
問題を見抜き解決する力を
4回生からはゼミ担任が卒業研究を指導します。例えば、日本人の朝食欠食の現
状を学んだとします。その際、単に欠食率の数値を覚えるだけでなく、欠食がなぜ
問題か（健康への影響）や、どうすれば改善するか（効果的な対策）を考えることが
研究的態度です。卒業研究を通して、栄養問題の重要性を見抜く力や課題を解決
する力を身につけ、実践に活かして欲しいと思っています。

T e a c h e r  V o i c e

ゼミ
担任

串田　修講師前原 佳代子教授

興味や関心のある事を
大事にして、積極的に
学修してください！

卒業研究を通して、
実践で必要なスキルを
身につけましょう！

039 040

真ん中に「ワタシ」。
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